



















が約 10 万 9 千人、福島県全体では約 15 万 4 千人ともいわれている。その
なかには避難指示区域の僧侶および家族がいた。寺院数は、70 数ヵ寺だと
考えられている。こうしてかれらは図らずも避難し〈支援される僧侶〉となっ













侶それぞれ」であることには違いないのであるが、ここでは浪江町 B 寺 HS
師の場合を取り上げ、図らずも〈支援される側〉になった 4 年 8 ヶ月の時
間をたどりながら具体的に再興への道を紹介してみたい。ちなみにＳＨ師は
“ 普通の ” まじめな壮年層の僧侶である。
２，震災前の B 寺ＳＨ師とその活動







あって浪江町の B 寺に入寺した。B 寺は後継者がなく適切な僧を探していた。
B 寺住職は元気ではあったが 80 歳をすでに超えていた老僧であった。老僧
は若き後継僧の受入れを喜び、寺の日々のことは任せるからということだっ
たという。1994（平成６）年に入寺し 1999（平成 11）年には副住職となった。




















〈３月〉　18 日～ 24 日　春彼岸会
〈８月〉　７日～ 11 日　新盆棚経供養、12 日　盆大施餓鬼会、
13 日～ 16 日　盂蘭盆会、24 日　地蔵盆水子供養会














僧正４百年遠忌、頼瑜僧正７百年遠忌）、2005 年の奥相 33 ヶ所観音巡礼、














































代世話人会、壮年層対象の S 会、若者層による S 会青年部と、すべての世代
























1500 人の住民のところに、少なくとも 6000 人以上の避難民が加わったの
である。一時は通りが「銀座なみに賑わった」と表現する人もいる。

































































のところで、敷地総面積約 690 平米（210 坪）で、建築面積約 320 平米（約
96 坪）平屋建てである。その建物のうち約 3 分の 1 が宗教的用途に供せら
れる形になっている。宗教的用途のための空間は、板の間１部屋、和室 10
畳 3 部屋、寺務室 10 畳ほか大玄関などである。土地購入代金と建築費は外
構工事などを入れない本体だけに限ると 9500 万円強の予算となっている。



































は個人の支出となっている。そして別院用地獲得と建築費用の約 4 割が HS
師個人への賠償金によって賄われている。
別院建立後に宗教法人 B 寺は寺院使用部分について賃貸借契約をＨ師個






























近自治体において 74 ヶ寺を数えるといわれる 4）。東日本大震災直後の夏に
かけて、被災寺院のなかにいくつかの東電との法人交渉に備えるための組織
ができたが、そのうちの 1 つに HS 師が事務局長を務める「対策の会」があ
る。曹洞宗系寺院を中心にした組織、浄土真宗系寺院を中心にした組織、超
宗派的に寺院を集めた組織などがあるが、この「対策の会」は真言宗系の寺
院十数カ寺による組織である。2011 年 5 月初めごろにはこの会の萌芽があっ































の会」第 2 回総会が 6 月 20 日に開かれている。そのあとも仏教界マスコミ
へのアピールためのプレゼンテーションなどが続く。細かい経過は別の機会











































































































































で起こったこと」（『宗教学年報』30 号　2105 年 3 月、大正大学宗教学会）
４）伏見英俊「原発事故と仏教寺院――「原発事故被災寺院補償問題対策　
有志の会」による東京電力との和解交渉をめぐって――」（『佛教文化学
会紀要』23　平成 26 年 11 月、73 頁）
５）HS 師の全文は次の通りである。「福島第一原子力発電所の事故から 2 ヶ



































2014 年 6 月 4 日号　HS 師「一刻も早くとめて当たり前」）
　
一七
